
（様式１）

平成１８年１２月１日～平成２１年３月３１日

◎教員の授業力を高めるため、全教員が年間１回以上の「研究授業」
を行い、内外の講師等から指導を受け授業改善に取り組みます。

○平成１９年度から、３年生の算数でティームティーチングによる指導
の充実を図ります。

○授業時数の確保に努めます。学校行事を工夫し、標準授業時数の
６％増を安定的に確保します。

○夏季休業中に夏休みわくわく教室を開催します。４月～７月の振り
返りを中心とした読み・書き・計算の力を高める学習と、外部講師を招
いて自然科学・社会科などに関する子どもたちの知的好奇心を刺激
するような学習を用意し、３日間実施します。

◎週２回の朝読書タイムを設定し、読書を通して子どもの豊かな心を
育みます。
○ボランティアのご協力をいただきながら、低学年では週１～２回、中
学年以上では月１～２回の読み聞かせに取り組みます。

○家庭と連携して心の教育を進めるため、道徳の授業公開を年１回
行います。

○防犯パトロールをしてくださっている方への挨拶が励行できるように
します。

○子どもたちの人権意識を高め、差別やいじめのない学校づくりを目
指します。

横浜市立中川小学校マニフェスト（中期学校運営計画）

子どもたちが人・自然・まちとふれあいながら、自分を高めることを大切にします。
○ 互いの良さや可能性を認め、助け合うことができるようにします。（共生）
○ 自分の思いや願いを大事にし、自分らしさを発揮できるようにします。　（個性）
○ 自ら問題を見出して、創造性を発揮できるようにします。（解決）

学校教育目標を実現するため、活力と魅力にあふれた学校づくりをめざします。
○ 誰もが中川小学校に行くと期待感があり、楽しくなる学校づくりをします。
○ 児童にとって、自分の思いや願いが実現できる教育活動を実践します。
○ 児童、保護者、教職員、そして地域の方々が信頼で結ばれている学校づくりをすすめます。

○　基礎基本の確実な定着を図るため、各教科等の学習指導の充実に努めます。
○　友だちとできた喜び、学び合いの楽しさが味わえる授業づくりに取り組みます。
○　自然体験等の体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取り入れます。
○　学校外の人びとや年齢の異なる児童等とのかかわりの中で、豊かな人間性を養います。

１．子どもの学力に関する議論がある中で、教科等の指
導の充実を図っていく必要があります。

 ２．互いに思いやり、やさしさ・笑顔・元気いっぱいの児
童を育てます。

計画期間

学校教育目標

学校経営方針

指導の重点

改善の視点 取組目標



（様式１）

◎平成１８年度から、新体力テストを導入し、自分の体力について関
心がもてるようにします（５～６年生８種目、３～４年生３種目、１～２年
生１種目）。平成１９年度からは、１～２年生３種目、３～４年生４種目
が行えるよう努めます。

○平成１９年度から、中休みを使った「スポーツチャレンジコーナー」
を１０日間程度試行・検証し、平成２０年度以降も子どもたちが体力向
上の指標を意識しながら体を動かす機会の拡充を図ります。

○夏休み水泳教室を全学年２回ずつ開催します。また特別水泳クラ
ブとして３年生以上に連続４回程度の水泳教室を開催します。

◎児童が一人で下校することのないよう学年で下校時刻を合わせ、
同じ方面別に下校するようにします。防犯設備、防犯備品を充実さ
せ、児童の安全を守ります。

○平成１８年６月より学援隊を立ち上げ、下校時刻に合わせた児童の
見守り活動を展開します。PTAによる安全パトロールも活発にし、学
援隊の方と協働して子どもたちを見守る組織づくりに取り組みます。

人材育成の考え方

平成１９年度の重点
取組項目

これまでの取組結果

まちとともに歩む学校
づくり懇話会の意見
等

※１　この計画は、横浜市教育委員会の定める「学校版マニフェスト（中期学校運営計画）」として策定したものです。　　　※２　◎：重点項目

○ 保護者個人面談は授業時数確保のため、一部休業中に実施します。
○ 夏季休業中の７月２３～２５日の３日間で夏休みわくわく教室を実施します。
○ 毎週火、木曜日の朝読書の時間を確保します。読書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる読み聞かせを全学年に実施し
ます。
○ １日オープンする学校参観は４月２７日、６月９日、１１月２・５・６日、１月２２日、２月２１日の７日間開
催します。
○ 授業づくり、指導法の改善をめざし、外部講師を招き、授業研究会を５回開催します。
○ 全校児童が勤労の尊さや喜びを得ながら、地域清掃を実施します。
○ 学年で下校時刻を合わせ、同じ方面別に下校するようにします。
○ 遠隔操作錠の設置や門扉の改修など、安全な施設改修を実施します。

○　学校教育目標の３観点について、子どもたちの成長の様子が見られるか、保護者にアンケート調査
回答をお願いしたところ、それぞれ「かなり見られる」・「まあまあ見られる」をあわせ、８割程度から「見ら
れる」との回答をいただきました。

中川小学校まちと共に歩む学校づくり懇話会を１８年１１月７日に開催し、これまでの学校経営について
意見をいただきました。
○ 横浜市学習状況調査の結果、各教科にわたって、市の通過率を上回っているが、社会的にもその
必要性が指摘されている「説明的な文章を読み取る力」を学校全体で高めてほしい。
○ 下校の安全のために見回りを各町内会が実施している。保護者が町内会の方と協力して活動できる
ようになった。町ぐるみで子どもの安全について関心が広がり、活動できることはすばらしい。
○ 南山田町内会の「虫送り」行事には多くの先生方と児童が参加してくれて、盛会になっている。学校
の協力に感謝する。

４．家庭や地域と連携しながら安全、安心な学校づくり
が必要になっています。

３．子どもの体力の向上が課題となっています。子ども
たち自身が自分の体力を感じながら体力向上を図って
いく必要があります。

○１８年度義務教育人口推計表によると平成２０年度には２９学級になりピークになります。それに伴い
教職員増になります。また、毎年新任教諭が赴任しています。新任教諭は月１回の公開授業を計画し、
主幹教諭、副校長、校長が中心に指導し、授業実践力を高めます。並びに共同研究会を定期的に開
催し、教諭一人ひとりの指導力を高めます。
○児童数増による様々な児童のニーズに対応するため計画的な人材育成を進め、１９年度から児童支
援担当教諭を専任として配置します。


